
三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
添
削
指
導
を

行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
指
導
を
行
う

こ
と
。

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

（
応
用
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
応
用
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
十
四
条

応
用
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係
る
法

第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
四
条

応
用
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係
る
法

第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

（
新
設
）

四
〜
九

（
略
）

三
〜
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
応
用
短
期
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
応
用
短
期
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
十
五
条

応
用
短
期
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係

る
法
第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
五
条

応
用
短
期
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
係

る
法
第
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

（
新
設
）

四
〜
六

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
特
定
専
門
課
程
の
訓
練
基
準
等
）

（
特
定
専
門
課
程
の
訓
練
基
準
等
）

第
三
十
六
条
の
二
の
二

特
定
専
門
課
程
の
高
度
職

業
訓
練
に
係
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
二
の
二

特
定
専
門
課
程
の
高
度
職

業
訓
練
に
係
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
特
定
応
用
課
程
の
訓
練
基
準
等
）

（
特
定
応
用
課
程
の
訓
練
基
準
等
）

第
三
十
六
条
の
二
の
三

特
定
応
用
課
程
の
高
度
職

業
訓
練
に
係
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
二
の
三

特
定
応
用
課
程
の
高
度
職

業
訓
練
に
係
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

（
新
設
）

四
〜
九

（
略
）

三
〜
八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
高
度
養
成
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
高
度
養
成
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
三
十
六
条
の
九

高
度
養
成
課
程
の
指
導
員
養
成

訓
練
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
九

高
度
養
成
課
程
の
指
導
員
養
成

訓
練
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

訓
練
の
実
施
方
法
は
、
通
信
の
方
法
に
よ
つ

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要

に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は

そ
の
両
方
を
行
う
こ
と
。

四

訓
練
の
実
施
方
法
は
、
通
信
の
方
法
に
よ
つ

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
添
削
指

導
及
び
面
接
指
導
を
行
う
こ
と
。

五
〜
九

（
略
）

五
〜
九

（
略
）

（
研
修
課
程
の
訓
練
基
準
）

（
研
修
課
程
の
訓
練
基
準
）

第
三
十
六
条
の
十

研
修
課
程
の
指
導
員
技
能
向
上

訓
練
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
十

研
修
課
程
の
指
導
員
技
能
向
上

訓
練
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

訓
練
の
実
施
方
法
は
、
通
信
の
方
法
に
よ
つ

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要

に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は

そ
の
両
方
を
行
う
こ
と
。

三

訓
練
の
実
施
方
法
は
、
通
信
の
方
法
に
よ
つ

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
添
削
指

導
及
び
面
接
指
導
を
行
う
こ
と
。

三

訓
練
の
実
施
方
法

通
信
の
方
法
に
よ
つ
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の

両
方
を
行
う
こ
と
。

（
新
設
）

四
〜
九

（
略
）

三
〜
八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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